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1.は じめ に

　ユビキタスネッ トワーク社会の進展に伴い移動端末の

利用が従来よりも大幅に増加 している。移動端末はバッ

テ リからの電力供給により駆動するものが多く,た また

ま残バッテ リ量がわずかになった場合には必要な通信が

完結できない状況が起こり得る。この対策として,筆 者

らはバッテ リ残量が一定値以下になった無線端末のデー

タ転送を"一 時的に優先する"こ とにより,同 じ残バッ

テ リ量でもより多くのデータを転送することが可能とな

る方式を提案した。(D。 なお,バ ッテ リ残量の少ない端

末を一時的に優先することにより非優先端末の通信は一

時的に遅くなるが,残 バッテ リ量に余裕があるため影響

は一時的でかつ大きくないものと考えられる。

　本論文は,IEEE802.11ベ ー一一ス(2)の 無線L

ANを 前提に,残 バッテ リ量が少なくなった無線端末の

データ転送を一時的に優先する無線LAN優 先転送方式

案を提案し,各 方式案の定性評価を行 う。さらに,そ の

中で有力な優先転送方式(ア ダプタ方式)の 優先転送実

現法とその有効性を明らかにする。なお,本 速報は20

10年 度成瞑大学理工学部卒業研究論文(6〕の一部をと

りまとめたものである。

拡張し,残 バッテリ量が少なくなった端末の通信をクラ

ス1ま たは新設 クラス(例 えば,ク ラス1と クラス2の

間)に 含める。これは文献(1)で提案した方式と同じもの

である。図1に そのイメージを示す。

　案2:図2に 示す ように無線LANア クセスポイント

(AP)に 外付 した 「アダプタ」において,残 バッテリ

量が少なくなった端末のデータ転送を優先,そ れ以外を

非優先 とす る。 この方式は,TCPウ イン ドウ制御など

の上位 レイヤフロー制御の使用を前提 とし,優 先端末の

パケット転送が速くなるとその分 ウインドウの回転 も速

くなり,そ の結果優先端末の通信速度 も速 くなることが

期待できる。

　案3:図3に 示す ように無線LANのAPを 通常用と

優先用の2つ 準備 し,優 先用APの 通信を優先する。通

常端末は通常APに アクセスするが,残 バ ッテリ量が一

定値以下になった時点で優先用APに 通信を切り替 える。

そして,案2と 同様に,外 付 したアダプタにおいて優先

用APか らのパケットを優先転送する。

　案4:案2の 類似案として,外 付したアダプタがバッ

テリ量の少なくなった端末以外のTCPの ふくそ うウイ

ン ドウサイズや広告 ウインドウサイズを小 さくするなど

の制御を実施す る(文 献(5)など参照のこと)。

2.残 バッテ リ量を考慮 した無線LAN優 先転送方式

2.1　 無 線LANの 優 先転送方式案

　 IEEE802.11ベ ー一一スの無線LANを 前 提に,

端 末バ ッテ リ残 量が一定値以下になった無線端末のデー

タ転送を一時的に優 先す る方式案を以下 に示す。

　案1:IEEE802.11eのEDCA方 式(3〕 を
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2.2　 無線LAN優 先転送方式案の定性評価

　上記2.1節 で提案した優先転送方式の比較評価を以

下に示す。

1)既 存システムへの影響

　案1はEDCA方 式を拡張するため,既 存システムの

置き換 えを必要とし影響が大きい。案2,案3お よび案

4は 既存無線LANシ ステムをそのまま流用し,外 付け

のアダプタだけで対応できる。

2)優 先効果

　案1,案3は 無線区間での優先 も実現できるためUD
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図1.案1(EDCA拡 張)の イ メ ー ジ
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図2.案2(ア ダ プ タ 方 式)の イ メ ー一一ジ

がある。そのため,案2か 案4が 望ましいと考えられ る。

3章 では案2(以 後,ア ダプタ方式)の 優先転送実現

法と有効性を評価す る。

3.ア ダ プタ方式の評価

3.1優 先転送の実現法

アダプタ方式を実現す るシステム構成例を図4に 示す。
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図3.案3(AP分 離 方式)の イ メー一一ジ

Pト ラピックも含め,優先を確実に制御 しやすい。一方,

案2と 案4は 無線区間での優先は実施せず,上 位 レイヤ

のフロー制御による転送速度調整に依存するため,優 先

を確実に制御しにくい。

3)設 備効率

案3はAPを 必ず2つ 以上準備する必要があるため,

案1,案2,案4な どに比べ設備効率が悪化する。最悪

1つ のAPは 使用されない状況となる。

想定している状況では正確な優先処理は求められない

ため,上 記1)を 無視してまで実現する必要はないと考

える。また,経 済1生の観点から設備効率も重視する必要

図4.案2の アダプタにおける帯域割 り当て

イメージ

無線端末は自バ ッテリの残量が一定値以下になった時点

で,ア ダプタに通知を送 る。アダプタ内では,通 知を受

けた端末(複 数の場合 もある)か らの送信データとそれ

以外の端末からの受信データをそれぞれ優先キューと非

優先キューに接続す る。そして,非 優先キューに対する

割 り当て帯域を制限し,そ の分優先キューに対する割 り

当て帯域を増やす。

優先端末の通信速度をどこまで上げることができるの

かは電波状況や他の端末 との兼ね合いなどにより決まる。

そのため,今 回は非優先端末向け帯域の制限はだんだん

と増や していき(そ の分優先端末用の帯域はだんだんと

増加),優 先端末の通信速度がそれ以上増加 しなくなった

時点でス トップするものとす る。また,優 先す る端末の

通信が終わると共に帯域制限も解除す る。

3.2評 価

3.1節 で提 案 したシステム構成 を内製 し,通 信 速度

を評価 した。 なお,こ の評価 は以下を前提 に実施 した。

・無線端末 はA ,Bの2台 とし,端 末Aの 残 バ ッテ リ量

が一 定量以下になった状態,つ ま り,端 末Aを 優 先す

ることを想 定。

・端末Aと 端末Bは それぞれ10Mバ イ トのデー タを同

時に送信 し,通 信速度を計5回 測定 した平均値 を求 める。

表1に 示す評価結果例では,優 先す る端末Aの 通信速

度が優先しない端末の2.7倍 になっており,優 先効果

(つまり,通 信速度が速 くなり転送できるデータ量が増

加)が 期待できることがわかる。
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表1案2を 用いた通信速度評価結果

端末 平均通信速度(正 規化 した値)

A(優 先) 2.7

B(帯 域制限) 1

4.む す び

バッテ リ残量が一定値以下になった無線端末のデータ

転送を"一 時的に優先する"こ とにより,同 じ残バッテ

リ量でもより多くのデータを転送することが可能となる

方式とその有効性を明らかにした。今回の評価は基本的

なものであ り,帯 域制限を増やす最適タイミングを含む

提案方式の詳細評価を今後行 う必要がある。また,無 線

区間だけでなくサーバや中継ネッ トワークを含めた トー

タルの優先方式,な らびにス トリーミング配信への適用

㈲ を検討する必要がある
。
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